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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

9月16日の「敬老の日」にあわせ、今年度百歳を迎えられた方、迎える方に対し、丸山
村長より内閣総理大臣からの表彰状と記念品、白馬村から祝金を授与しました。写真は
今年度100歳を迎えられる太田繁子様へ贈呈した際のものです。
今年度、白馬村で100歳を迎える方は６名。白馬村内で100歳を超える方は、9月16
日現在8名おり、最高齢は102歳となります。ご長寿おめでとうございます。
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JSTSーDロゴマークを取得しました………………… 4
震災復興10周年記念シンポジウムの開催…………… 5
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令
和
５
年
度 

白
馬
村
の
決
算
状
況

一
般
会
計
の
概
要

　

歳
入
　
70
億
7
，1
5
9
万
4
千
円

　
歳
出
　
69
億
1
，5
9
6
万
4
千
円

歳
入
の
概
要

　

歳
入
は
前
年
度
よ
り

１
億
5
9
9
万
3
千
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
の
終

了
等
に
よ
り
国
庫
支
出

金
、県
支
出
金
は
減
額
と

な
っ
た
も
の
の
、村
税
は

い
ず
れ
の
税
目
も
前
年

を
上
回
る
税
収
と
な
り
、

特
に
入
湯
税
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、観

光
客
の
入
り
込
み
が
回

復
し
た
こ
と
に
よ
り
大

幅
増
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、企
業
版
を
含
む
ふ
る

さ
と
白
馬
村
を
応
援
す

る
寄
附
金
は
過
去
最
高

の
寄
附
額
を
達
成
し
ま

し
た
。

村債現在高

R3 R4 R5

6,757,379千円
6,190,346千円

5,830,537千円

基金残高

R3 R4 R5

2,325,251千円
2,799,756千円

3,091,861千円

3億5,843万6千円

個人村民税

9,424万2千円

法人村民税

9億4,718万9千円

固定資産税

3,884万2千円

軽自動車税

7,330万円
たばこ税

5,058万3千円

入湯税

22.1%

31.1%

5.2%

10.4%

4.8%

8.4%

6.0%

5.3%
6.7%

70億
7,159万4千円

22.9% 

6.0% 

60.6% 

2.5% 
4.7% 

3.3% 

15億
6,259万2千円

村税内訳

15億6,259万2千円村税
村民が納める村民税、固定資産税など

21億9,874万3千円地方交付税
国が自治体の財源不足を補てんするもの

7億3,626万円国庫支出金
国が使い道を限定して交付するもの

3億4,219万6千円県支出金
県が使い道を限定して交付するもの

5億9,124万7千円寄附金
ふるさと納税などによる寄附金

4億2,792万1千円繰入金
基金の取り崩しなどにより繰入れたもの

3億7,129万7千円地方債
国や金融機関から借り入れるもの

4億7,607万5千円諸収入等
延滞金や施設の使用料など

3億6,526万3千円
譲与税/
各種交付金
国や県が徴収した税金を一定の基準に
基づき配分・交付されたもの

決
算
状
況
の
詳
細
は
こ
ち

ら
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
の
方
針
を
堅
持
し
た
結
果
、前

年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整
基
金（
家
計
で
言

う
と
こ
ろ
の
貯
金
）の
取
崩
し
を
せ
ず
、減
債

基
金
に
８
，０
０
０
万
円
、義
務
教
育
施
設
整

備
基
金
に
５
，０
０
０
万
円
、福
祉
基
金
に
１
，

０
０
０
万
円
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、全
て
の
基
金
を
合
わ
せ
た
年
度
末
残
高

は
、平
成
か
ら
令
和
を
通
じ
て
過
去
最
高
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、健
全
財
政
の
堅
持
と
公
債
費
抑
制
の

た
め
、引
き
続
き
新
規
発
行
債（
新
し
い
借
り

入
れ
）を
元
金
償
還
額（
借
金
の
返
済
金
）以
下

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、村
債
現
在
高
も
前
年
度

比
で
5.8
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳入
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【性質別歳出】 （単位：千円 .％）
令和 4 年度 令和 5 年度

決算額 決算額 構成比 増減率
人件費 1,037,358 1,026,796 14.8 △ 1.0
物件費 1,171,817 1,159,312 16.7 △ 1.1
維持補修費 328,548 351,203 5.1 6.9
扶助費 409,590 426,711 6.2 4.2
補助費 1,636,731 1,645,298 23.8 0.5
公債費 757,969 747,997 10.8 △ 1.3
積立金 660,473 584,874 8.5 △ 11.4
投資・出資・貸付金 15,000 15,000 0.2 0
繰出金 368,083 380,120 5.5 3.3
普通建設事業費 315,172 557,022 8.1 76.7
災害復旧費 0 21,631 0.3 －
合計 6,700,741 6,915,964 100 3.2

歳
入
の
概
要

　

歳
入
は
前
年
度
よ
り

１
億
5
9
9
万
3
千
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
の
終

了
等
に
よ
り
国
庫
支
出

金
、県
支
出
金
は
減
額
と

な
っ
た
も
の
の
、村
税
は

い
ず
れ
の
税
目
も
前
年

を
上
回
る
税
収
と
な
り
、

特
に
入
湯
税
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、観

光
客
の
入
り
込
み
が
回

復
し
た
こ
と
に
よ
り
大

幅
増
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、企
業
版
を
含
む
ふ
る

さ
と
白
馬
村
を
応
援
す

る
寄
附
金
は
過
去
最
高

の
寄
附
額
を
達
成
し
ま

し
た
。

歳
出
の
概
要

　

歳
出
は
前
年
度
よ
り
2
億
1
︐5
2
2
万
3
千
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
の
終
了
に

伴
う
減
額
は
あ
っ
た
も
の
の
、物
価
高
騰
対
応
重
点

交
付
金
事
業
や
、3
月
の
降
雪
の
影
響
に
よ
る
除
雪

委
託
料
の
増
、犬
川
用
水
小
水
力
発
電
事
業
の
工
事

が
開
始
と
な
っ
た
こ
と
や
令
和
5
年
8
月
20
日
及

び
9
月
10
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
、12
月
16
日
に

発
生
し
た
黒
豆
沢
土
砂
災
害
に
係
る
工
事
費
等
が

増
額
の
要
因
で
す
。

69億
1,596万4千円

議会費
1.1%

総務費
24.6%

民生費
21.0%

衛生費
8.3%

農林業費
4.6%

観光商工費
3.6%

土木費
14.7%

消防費
3.0%

教育費
8.0%

災害復旧費
0.3%

公債費
10.8%

総務費
17億309万2千円

観光商工費
2億5,047万8千円

議会費
7,488万9千円

議会運営に係る費用

【主な事業】
急速充電器改修やスノーハープ改修など

【主な事業】
白馬岳頂上宿舎修繕やナイトデマンドタク
シー運行業務など

財産管理や地球温暖化対策、
村税賦課徴収、スポーツ施設管理など

民生費
14億4,997万円

【主な事業】
乗合タクシーの運行やしろうま保育園の
運営など
※保育園の運営経費には電源立地地域対策
交付金を活用しています。

高齢者・障がい者、福祉や子育て支援など

衛生費
5億7,359万7千円

【主な事業】
各種健診・新型コロナワクチンや乳幼児の予
防接種、ごみ処理に係る負担金など

保健・医療や環境対策、ごみ処理など
農林業費
3億1,671万1千円

【主な事業】
被害木（ナラ枯れ）対策や、犬川用水小水力
発電工事など

農地や山林、鳥獣対策や地籍調査など平地や山岳観光対策や
ゆるキャラ活用事業など

土木費
10億1,859万1千円

【主な事業】
村道改良や除雪機械の整備・更新など

道路の維持管理、除雪、
村営住宅の管理など

消防費
2億609万3千円
消防や防災対策など

教育費
5億5,291万5千円

【主な事業】
校舎の改修、スクールバスの運行など

学校教育や生涯学習、
文化財保護など

災害復旧費
2,163万1千円

災害復旧に係る費用
公債費
7億4,799万7千円
国や金融機関から借りた村債の返済

歳出
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地
域
が
持
続
可
能
な
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と

し
て
観
光
庁
が
作
成
し
た「
日
本
版

持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
J
S
T
S-

D
）」（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
へ
の
対
応
や
、文
化
遺
産
や
環
境

の
保
護
、災
害
の
際
の
観
光
客
へ
の
対

応
な
ど
、地
域
が
取
り
組
む
べ
き
指
標

を
定
め
た
も
の
）に
沿
っ
て
、持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

地
方
自
治
体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
等
は
、観
光
庁
の
審
査
を
受
け「
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」を
取
得
し
、使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
た
に「
国
際
認
証
版
ロ

ゴ
マ
ー
ク
」が
観
光
庁
よ
り
創
設
さ
れ
、

白
馬
村
が
こ
の
度
日
本
で
最
初
に
取

得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
J
S
T
S-

D
ロ
ゴ
マ
ー
ク
取

得
に
は
、J
S
T
S-

D
に
準
拠
し
て

観
光
地
経
営
に
取
組
み
、担
当
職
員
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
修
を
修
了
・
合
格
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
白
馬
村

が
昨
年
国
連
世
界
観
光
機
関
の
認
証

す
る「
ベ
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ

ジ
」を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、国

際
認
証
版
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
本
村
の
観
光
推
進
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
認
証
取
得
に
よ
り
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
地
域
内
外
に
明
示
で
き
、

地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
向
上
や
国

際
競
争
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、観
光
庁
の
関
連
事
業
の
採
択

の
審
査
に
あ
た
り
、加
点
要
素
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
来
年
度
、観
光
地
経
営
計
画

の
更
新
を
行
い
ま
す
。J
S
T
S-

D

に
準
拠
し
た
計
画
の
更
新
を
行
い
、村

内
の
事
業
者
も
、こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
た
事
業
展
開
が
行
え
る
よ
う

な
形
と
し
、持
続
可
能
な
観
光
地
経
営

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
基

づ
き
、令
和
５
年
度
決
算
数
値
か
ら
算
定
し
た
財
政
健
全
化
判

断
比
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

公
表
す
る
指
数
の
う
ち
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字

比
率
、資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
各
会
計
で
の
赤

字
、資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
表
す
る
数
値
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
15
．6
と
前
年
に
比
べ
1.3
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
ま
し
た
。指
数
は
前
２
年
度
の
数
値
を
加
え
て
３
か
年
の

平
均
値
で
算
定
し
ま
す
。こ
れ
は
、元
利
償
還
金
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

将
来
負
担
比
率
は
4.7
で
前
年
度
に
比
較
し
て
17
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、地
方
債
現
在
高
や
債
務
負
担
行
為

の
支
出
予
定
額
な
ど
か
ら
、基
金
残
高
な
ど
を
差
引
く
こ
と
で

計
算
し
ま
す
。令
和
５
年
度
は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
等
組
合

へ
の
負
担
の
額
が
増
え
ま
し
た
が
、地
方
債
は
元
金
償
還
額
以

上
の
新
規
発
行
債
を
抑
制
し
て
お
り
、ま
た
、基
金
残
高
も
増

え
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　

白
馬
村
の
健
全
化
判
断
比
率
は
他
町
村

と
比
較
し
て
高
め
で
す
が
、財
政
的
に
は
問

題
の
な
い
範
囲
の
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
実
質
公
債
費
比
率
は
、今
後
も
神
城

断
層
地
震
以
降
の
大
型
事
業
債
の
償
還
が

続
く
た
め
、引
き
続
き
健
全
財
政
を
堅
持
す

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

国
際
認
証
版
】ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
取
得
！

令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
白
馬
村
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
公
表

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話 :0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　観光課　電話 :0261-85-0722

【健全化判断比率】

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

白馬村
(早期健全化基準)
(財政再生基準)

―
（15.0）
（20.0）

―
（20.0）
（30.0）

15.6
（25.0）
（35.0）

4.7
（350.0）

（－）

【資金不足比率】
水道事業会計 ―
下水道事業会計 ―
農業集落排水事業特別会計 ―
※�企業会計などの資金不足は該当があ
りませんでした。
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平
成
26
年
11
月
22
日
発
生「
神
城
断
層
地
震
」か

ら
10
年
が
経
ち
、新
た
な
活
動
を
通
じ
て
、学
び
伝

え
て
い
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

11
月
22
日（
金
曜
日
）14
時
～

会
場

白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
防
災
教
育
が
目
指
す
も
の
」

国
士
舘
大
学
名
誉
教
授　
山
﨑　
登　
氏　

「
神
城
断
層
地
震
を
伝
え
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と

活
用
」

信
州
大
学
教
育
学
部
教
授　
廣
内　
大
助　
氏　

「
学
校
で
の
防
災
学
習
成
果
」

小
谷
小
学
校
児
童
、白
馬
中
学
校
生
徒　

「
地
域
で
の
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
み
」

白
馬
村
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー　

冨
山　

正
明　

氏

　
　
　

　
災
害
を
教
訓
と
し
て
こ
れ
か
ら
を
過
ご
す
た
め
に
、

ま
た
、防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、村
内
に
お
け
る
便

利
で
効
率
的
な
生
活
交
通
手
段
と
、観
光
交
通
手

段
を
確
保
す
る
た
め
、新
た
な
交
通
形
態「
白
馬

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
ふ
れ
A
I
号
」の
運
行
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
半
年
の
運
行
が
終
了
し
、課
題
も
見
え

て
き
ま
し
た
の
で
、冬
期
間
の
運
行
に
向
け
以
下

に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。

１
．�福
祉
利
用
者
の
予
約
方
法
が
変
更

に
な
り
ま
す

　
現
在
、A
I
デ
マ
ン
ド
交
通
と
し
て
観
光
利
用

者
・
生
活
利
用
者
・
福
祉
利
用
者
が
同
一
の
運
行

形
態
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
、12
月
1
日
よ
り
予
約
シ

ス
テ
ム
の
用
途
が
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

①�

一
般
利
用
者（
村
民
）は
ア
プ
リ
予
約
ま
た
は

電
話
予
約
、村
民
以
外（
観
光
客
）は
ア
プ
リ
予

約
の
み

・
ア
プ
リ
で
ふ
れ
A
I
号
乗
降
場
所
か
ら
予
約

※�

ア
プ
リ
内
で
は
H
の
表
示（
自
宅
前
乗
車
利
用

の
方
）の
乗
降
場
所
が
予
約
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

②
自
宅
前
乗
車
利
用
の
方
は
電
話
予
約
の
み

・�

ふ
れ
A
I
号
乗
降
場
所
＋
自
宅
前
乗
車
利
用

（
利
用
登
録
が
必
要
）

※�

電
話
予
約
受
付
は
今
ま
で
通
り
、白
馬
村
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
T
E
L
：
0
2
6
1-

7
1-

1
1
1
1

　
■
自
宅
前
乗
車
利
用
を
し
た
い
方
へ

　
　

�　

自
宅
前
乗
車
利
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、健
康
福
祉
課
で
利
用
登
録
受
付
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。た
だ

し
、利
用
登
録
に
は
条
件
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
※�

す
で
に
自
宅
前
乗
車
利
用
の
対
象
者
で
登

録
済
み
の
方
に
は
す
で
に
通
知
を
送
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
．�ふ
れ
A
I
号
乗
降
場
所
の
見
直
し

を
実
施
し
ま
す

　

ふ
れ
A
I
号
乗
降
場
所
の
見
直
し
を
実
施
し

ま
す
。
乗
降
場
所（
現
在
の
87
か
所
）の
変
更
希

望
の
あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、次
の
期
間
ま
で

に
各
地
区
の
区
長
に
希
望
場
所
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。（
な
お
、自
宅
前
乗
車
の
方
は
該
当
し
ま
せ

ん
。）

　
■�

募
集
期
間
：
10
月
21
日（
月
曜
日
）か
ら
11
月

6
日（
水
曜
日
）ま
で

※�

見
直
し
を
し
た
乗
降
場
所
は
、12
月
1
日
よ
り

反
映
し
ま
す
。た
だ
し
、ご
意
見
い
た
だ
い
た

す
べ
て
の
希
望
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

神
城
断
層
地
震
か
ら
10
年

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

冬
期
に
む
け
た
白
馬
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
ふ
れ
A
I
号
の
運
行
変
更お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：0261-85-0722

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

白馬村行政公式
ホームページ
詳細はこちら
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　お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

白
馬
村
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
お
け
る
移

動・運
輸・交
通
の
現
状

白
馬
村
は
、一
世
帯
あ
た
り
の
自
動
車
保
有
台

数
が
、県
の
一
世
帯
あ
た
り
保
有
台
数
を
上
回
っ

て
お
り
、人
口
や
世
帯
数
に
対
し
て
自
動
車
の
数

が
比
較
的
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、地
域
住
民
、観
光
客
の
双
方
に
対
す

る
公
共
的
な
交
通
手
段
の
整
備
は
未
だ
改
善
の

余
地
が
あ
り
、移
動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
と
、移
動
に
よ
る
利
用
に
よ
る
C
O
2
量
を
削

減
す
る
こ
と
の
両
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

で
目
指
す
白
馬
村
の
移
動・運
輸・交
通

白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い

て
は
、白
馬
村
の
気
候
的
特
徴
と
産
業
的
特
徴
を

踏
ま
え
て
、大
き
く
2
つ
の
方
向
性
の
施
策
を
示

し
て
い
ま
す
。

1
つ
目
は
、E
V
や
F
C
V
の
普
及
と
、再
エ

ネ
由
来
の
充
電
設
備
の
拡
充
に
よ
っ
て
、温
室
効

果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
目
指
す
方
向
性
で
す
。

2
つ
目
は
、電
力
で
駆
動
さ
れ
る
乗
り
物
で
あ

る
こ
と
を
前
提
に
、自
家
用
車
、電
車
、バ
ス
、タ

ク
シ
ー
な
ど
、既
存
の
交
通
手
段
以
外
の
乗
り
物

や
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
導
入
す
る
方
向
性
で

す
。

　

こ
れ
ら
2
つ
の
方
向
性
の
取
組
を
併
せ
て
進

め
て
い
く
こ
と
で
、温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
と
移
動
の
利
便
性
向
上
の
両
立
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
連
載
④

4
つ
の
重
点
領
域：②
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い

移
動・運
輸・交
通

温室効果ガスを出さない移動・運輸・交通

考慮すべき
白馬村の特徴

1．�観光地であり、特に冬シーズンは観光客、地域住民双方の交通手
段が不足しがちで交通インフラ整備のニーズが強い。

2．�村内に主要エリアが点在する地形で自家用車需要が高く、一人
当たりの保有台数が多い中で、環境負荷の低い自家用車の割合
を増やすことが求められる。

3．�寒冷地かつ雪国であり、EVでの電力消費効率の低下や、低価格で
選べるEV四駆の車種不足などいくつかのEV導入の障壁を乗り
越える工夫が求められる。

詳細は右記「白馬村ゼロカーボンロードマップ」P21に記載
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お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

移
住
定
住
施
策
・
空
家
対
策
担
当　
高
田

み
な
さ
ま
の
大
切
な
土
地
・
建
物
を
、

大
切
に
使
っ
て
く
れ
る
人
に
お
つ
な

ぎ
す
る
制
度
で
あ
る「
白
馬
村
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
制
度
」で
は
、建
物
・
土

地
情
報
を
公
開
し
て
住
み
た
い
人
が

申
し
込
む
方
法
と
、住
み
た
い
人
の
想

い
を
公
開
し
て
物
件
を
提
供
い
た
だ

く
2
つ
の
方
法
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、土
地（
売
買
の
み
）、

及
び
、建
物（
売
買
及
び
賃
貸
）で
す
。

８
月
中
は
、
本
制
度
の
説
明
会
や
、

専
門
家（
司
法
書
士
、宅
建
士
、解
体
事

業
者
）へ
の
個
別
相
談
会
の
場
で
、所

有
者
の
方
々
が
抱
え
て
い
る
様
々
な

悩
み
事
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
物
件
を
ど
う
処
分
す
れ

ば
よ
い
の
か
」「
本
当
に
売
れ
る
の
か
」

「
管
理
・
解
体
費
の
捻
出
が
困
難
だ
」「
名

義
が
亡
く
な
っ
た
親
族
に
な
っ
て
い

る
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
等
、

様
々
な
事
情
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し

ま
し
た
。

今
月
か
ら
始
め
る
試
行
運
用
で
は
、

建
物
・
土
地
情
報
を
公
開
し
て
住
み
た

い
人
が
申
し
込
む
方
法
を
ま
ず
始
め

て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
所
有
す
る
土
地
・

建
物
に
関
す
る
悩
み
事
の
解
決
策
の

１
つ
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
し
い
制
度
の
説
明
及
び
物
件
登

録
方
法
に
つ
い
て
は
白
馬
村
行
政
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
役
場
窓
口
で
も
随
時
相
談
を

承
っ
て
い
ま
す
の
で
、是
非
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

Vol.43

所有者向けページ 住みたい人向けページ
（物件情報掲載）

　

9
月
6
日
、村
内
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
を
招
待
し
て
白
馬
村
敬
老

会
を
ウ
イ
ン
グ
21
で
開
催
し
ま
し

た
。2
7
0
名
の
み
な
さ
ま
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、記
念
公
演
で
は
爆
笑

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、伝
統
芸

「
和
妻
」シ
ョ
ー
、17
歳
の
歌
姫
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、出
席
さ
れ
た
方
に
は
小
学

生
か
ら
の
長
寿
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
も
配
布
さ
れ
、和
や
か
な

雰
囲
気
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

敬
老
会
を
開
催

「
空
き
家・空
き
地
バ
ン
ク
制
度
」の
試
行
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

今年度より新型コロナワクチンの
取扱いが変わりました

種 　 類 高齢者新型コロナワクチン 高齢者インフルエンザワクチン

対 象 者
1．白馬村に住民票がある65歳以上の方（65歳の誕生日以降に接種してください。）
2．�助成期間中に60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓呼吸器障がい又はヒト免疫不全ウイルスによ

り免疫不全の方で、身体障害者手帳1級相当の方(60歳の誕生日以降に接種してください)

助成期間 令和６年10月１日～令和７年３月31日 令和６年10月１日～令和７年１月31日

自己負担額 1,800円 1,200円

予　　約 村内の医療機関で接種できます。希望される方は各自で医療機関に予約をしてください。
※新型コロナワクチンは取り扱いの無い医療機関があります。予約時にご確認ください。

有 効 性

(mRNA)高齢者の発症防止や特に重症化防止に
有効であるとされています。2023/24シーズン

（令和５年秋冬の接種）において用いられたオミ
クロン株対応1価ワクチン（XBB.1系統）の効果
として、新型コロナウイルス感染症による入院を
約40～70％程度予防したなどの報告が国内外
でなされています。（令和６年７月時点）

高齢者の発症防止や特に重症化防止に有効であ
るとされています。なお、予防接種を受けてから
インフルエンザに対する抵
抗力がつくまでに2週間程
度かかり、その効果が十分
に持続する期間は約5カ月
間とされています。

副 反 応

(mRNA)接種部位の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節
の痛み、寒気、下痢、発熱などがみられることがあ
ります。まれに心筋炎や心膜炎など重い副反応
の報告があります。なお、コロナワクチンは新し
い種類のワクチンのため、これまで明らかになっ
ていない症状が出る可能性があります。
気になる症状がある場合は医師にご相談ください。

比較的多く見られる副反応は、接種部分の発赤
や腫れ、痛みなどで、通常は２～３日でなくなり
ます。一方で、まれに重い副反応の報告がありま
すので、気になる症状がある場合は医師にご相
談ください。

詳細は左記を読み取ってご確認ください。
厚生労働省新型コロナワクチンQ＆A

詳細は左記を読み取ってご確認ください。
厚生労働省インフルエンザワクチンQ＆A

白馬村では下記の定期接種（B類疾病）の補助を実施します。予防接種には感染症の予防効果とともに、副反応のリ
スクがあります。下記を参照いただき、ご理解いただいたうえで接種をご検討ください。

令和６年度　高齢者予防接種について

※�令和６年度新型コロナワクチンについては供給される約８割は従来のmRNAのワクチンです。新たに下記の２社
がそれぞれ薬事承認されています。詳細は下記の２次元コードを読み取ってご確認ください。

※�どのワクチンが使用されるかは各医療機関にご確認ください。

＜新たな種別のワクチン＞
次世代mRNAワクチン（レプリコン）「コスタイベ筋注用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　Meiji Seika ファルマ株式会社
組換えタンパクワクチン「ヌバキソビッド筋注」武田薬品工業株式会社

※�期間内に同じ種類の予防接種を２回以上打つと副反応が強く出る可能性があり、２回目以降は
助成の対象から外れるため全額自己負担となります。接種日にお薬手帳などへ予診票や接種済
証などを貼ったり、写真を撮ったりメモをするなど工夫して、重複接種にご注意ください。

※�助成対象の方以外は任意接種（全額自己負担）になります。ご希望の方は医療機関にご相談くだ
さい。

第２回厚生科学審議会予防接種・ワ
クチン分科会研究開発及び生産・流
通部会 季節性インフルエンザワク
チン及び新型コロナワクチンの製造
株について検討する小委員会資料
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
多
重
債

務
な
ど
借
金
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。弁
護
士
・
司
法

書
士
に
よ
る
相
談
を
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

借
金
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
相
談
窓
口
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

　
面
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
左
記
の
予
約
先
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

（
※
予
約
は
11
月
11
日（
月
曜
日
）

ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
8
時

30
分
～
17
時
の
間
に
受
け
付
け
て

い
ま
す
。）

〇
日　
時　

11
月
12
日（
火
曜
日
）10
時
～
17
時

〇
会　
場

（
予
約
・
お
問
合
せ
先
）

・
中
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

電
話
：
0
2
6
3-

4
0-

3
6
6
0

（
県
松
本
合
同
庁
舎
４
階
）

○
そ
の
他　

　

事
前
の
予
約
は
ご
本
人
で
な
く

と
も
構
い
ま
せ
ん
が
、当
日
は
ご

本
人
に
来
所
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
続
登
記
の
義
務
化

　
亡
く
な
っ
た
人
が
不
動
産
を
所
有
し
て

い
た
場
合
、不
動
産
の
名
義
変
更
が
必
要

に
な
り
ま
す
。こ
の
名
義
変
更
の
手
続
き

を「
相
続
登
記
」と
い
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

は
罰
則
も
無
く
相
続
登
記
を
申
請
す
る
か

ど
う
か
は
相
続
人
の
任
意
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
は
こ

の
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
動
産
を
相
続
し
た
日
も
し
く
は
相
続
に

よ
り
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内
に
、法
務
局
で
相
続
登

記
の
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
続
登
記
の
落
と
し
穴

　
白
馬
村
内
に
先
祖
代
々
多
く
の
土
地
を

所
有
し
て
い
る
方
が
い
ざ
相
続
登
記
の
申

請
を
し
よ
う
と
考
え
た
と
き
、頼
り
に
な

る
の
は
毎
年
お
送
り
し
て
い
る
固
定
資
産

税
の
課
税
明
細
書
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
課
税
明
細
書
、所
有

し
て
い
る
全
て
の
土
地
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
の

中
で
昔
か
ら
複
数
の
方
で
所
有
し
て
い
る

農
地
や
山
林
な
ど「
持
ち
分
○
分
の
一
」と

い
う
様
な
共
有
地
に
つ
い
て
は
、課
税
明

細
書
は
代
表
者
あ
て
に
し
か
送
付
し
て
い

ま
せ
ん
。ま
た
、非
課
税
で
あ
る
土
地
や
、

複
数
の
共
有
地
の
課
税
標
準
額
を
す
べ
て

足
し
上
げ
て
も
免
税
点
未
満
の
場
合
は
、

代
表
者
に
も
課
税
明
細
書
を
お
送
り
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

白
馬
村
役
場
税
務
課
で
は
、課
税
台
帳

と
は
別
に
登
記
名
義
の
一
覧
を
専
用
の
パ

ソ
コ
ン
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
閲
覧
手
数
料
：
３
０
０
円
）

　

お
手
元
に
届
い
た
課
税
明
細
書（
納
税

通
知
書
）に
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
以
外

に
も
親
族
で
代
々
所
有
し
て
い
る
土
地
は

な
い
か
、祖
父
や
祖
母
、そ
れ
以
前
の
代
で

共
有
者
の
一
人
と
し
て
所
有
し
て
い
た
土

地
に
つ
い
て
の
相
続
登
記
は
漏
れ
な
く
済

ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
、そ
ん
な
不
安
や
ご

心
配
の
あ
る
方
は
役
場
税
務
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
へ
の
反
映

　
固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
に
不
動
産
を

所
有
し
て
い
る
方
が
納
税
義
務
者
と
な
り

ま
す
。相
続
登
記
の
み
な
ら
ず
、売
買
や
贈

与
に
よ
り
登
記
名
義
人
を
変
更
す
る
場
合
、

法
務
局
で
の
受
付
日
が
１
月
２
日
以
降
だ

と
、翌
年
度（
令
和
７
年
度
）の
納
税
義
務

者
は
前
所
有
者
の
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　
法
務
局
は
年
末
年
始
は
閉
庁
し
て
い
ま

す
の
で
、登
記
名
義
人
の
変
更
を
翌
年
度

の
固
定
資
産
税
へ
確
実
に
反
映
さ
せ
た
い

場
合
は
、12
月
中
に
法
務
局
で
の
申
請
を

済
ま
せ
ら
れ
る
様
、早
め
に
手
続
き
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

多
重
債
務
無
料
相
談
会

ご
注
意
を
！
相
続
登
記
に
落
と
し
穴
⁉

お問合せ　白馬村役場　税務課   電話 :0261-85-0712

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
期
限

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

10月納期の
村税及び

料金
納期限 口座

振替日

納付方法・納付場所

現金払い
（金融機関及び役

場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替 クレジット

カード決済※
スマートフォン

決済アプリ

村県民税 第3期分
10月31日
（木曜日）

10月25日
（金曜日） ○ ○ ○ ○ ○国民健康保険税 第5期分

後期高齢者医療保険料 第3期分

上下水道料
10月請求分

10月25日
（金曜日）

10月25日
（金曜日） ○ ○ ○ ― ○

なるほど！
村税情報
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村職員人事行政の運営状況をお知らせします

●職員の研修の状況� （令和5年度）
区分 研修内容 修了者数

職員全体研修 ホスピタリティ研修 91人
職員全体研修 DX基礎セミナー 58人
職員全体研修 例規システム操作研修 14人

長野県市町村職員研修
センター等研修

各種研修
（一般職員研修、ゼロカーボン研修、

法務執務基礎研修等）
108人

●職員の分限及び懲戒処分の状況� （令和5年度）
区分 人数

分限区分※1 0人
懲戒区分※2 1人

※1　�職員が職責を十分に果たせない場合に、公務の能率維持などを目的として
行う、降任、免職、休職、降給の処分

※2　�職員の義務違反などがある場合に、公務における規律と秩序維持を目的と
して行う、戒告、減給、停職、免職の処分

●職員の人事評価の状況
地方公務員法の改正により、平成28年度から人事評価制度が法

律上の制度として義務付けられました。人事評価は、任用、給与、
分限その他の人事管理の基礎として活用するため、公正かつ定期
的に行わなければならないこととされています。
本村においても、「白馬村職員人事評価実施規程」により、評価

基準の明示や評価結果の本人への開示などの仕組みを導入し、評
価の観点として「能力評価」と「業績評価」の両面から評価して、
人事管理の基礎とすることを定めています。
取組状況としては、公正な評価の確保のために評価者を対象と

した研修会を実施しており、処遇反映については、令和５年12月
の勤勉手当及び令和６年１月の昇給から行っています。

※職員手当には退職手当を含みません。
※一般会計上の職員数のため、全職員数と異なります。

区分
職員数 給与費 1人当たり

給与費

（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉
手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）

令和6
年度 97 3億2,193万

1千円
6,195万
5千円

1億2,442万
9千円

5億831万
5千円 524万円

▼職員給与費（一般会計予算）

▼福利厚生事業
地方公務員法第４２条に基づく職員の保健、元気回復その他厚

生事業に関する事項を実施するため、福利厚生のための団体「白
馬村職員互助会」を条例に基づき設置し独自事業を実施するとと
もに、「長野県市町村職員互助会」への事業委託により福利厚生事
業を実施しています。
村職員（104人）は互助会会費として給料月額の1,000分の4.8

に相当する額（令和５年度182万6千円）を納め、村からは互助会
負担金として給料月額の1,000分の2.3に相当する額等（令和５年
度884千円）を負担しています。
※�上記会費の内給料月額の1,000分の2.8（令和５年度107万7千円）
を個人会費として、また上記負担金の内給料月額の1,000分の2.3（令
和５年度88万4千円）を負担金として長野県市町村職員互助会に納
めています。

※�互助会には白馬村社会福祉協議会及び白馬山麓環境施設組合職員も
加入しており、上記の会費・負担金からは省いて計上してあります。

※1　議会、総務、税務、労働、農林水産、商工、土木、民生、衛生の職員総数
※2　教育委員会に係る職員数
※3　国民健康保険事業、下水道事業、水道事業などの職員総数
※合計欄の「定数」は白馬村職員定数条例に規定する定数

●職員の任免および職員数の状況
▼部門別職員数の状況と主な増減理由� （各年4月1日現在）

部門 令和6年度 
職員数

令和5年度 
職員数 前年比 増減理由

一般行政※1 81人 79人 2人 育休代替職員の
臨時的任用

教育※2 14人 14人 0人 増減無し

公営企業等※3 9人 8人 1人 退職による
人員補充

合計
（定数）

104人
（115人）

101人
（115人） 3人

育休代替職員の
臨時的任用・

退職による人員補充

●�職員の服務の状況／職員の勤務時間その他勤務状況／職員
の休業に関する状況

▶�勤務時間　午前8時半～午後5時15分（週38時間45分）　　
※休憩時間は正午～午後1時です。

▶年次休暇の取得状況（令和5年中）平均10.2日
▼育児休業の取得状況� （令和6年4月1日現在）

区分 1年未満 1年以上 2年未満 2年以上 3年未満
男性 0人 0人 0人
女性 3人 2人 0人

※議員報酬、委員報酬、特別職報酬等を含みます。

●職員の給与の状況
▼人件費（一般会計決算）

区分 住民基本台帳
人口 歳出額 人件費 人件費率

令和5年度 R6.3.31現在
8,739人

69億1,596万
4千円

10億2,679万
6千円 14.8％

●職員の福祉及び利益の保護の状況
▼健康診断などの実施状況� （令和5年度）

区 分 人数など
健康診断受診者数 63人
人間ドック受診者数 30人
がん検診受診者数 10人

公務・通勤災害の認定数  1 件
不利益処分に関する不服申し立て  0 件

▼採用及び退職の状況� （各年4月1日現在）
区分 令和6年度 令和5年度

採用

新規採用 8人 6人
新規再任用 0人 4人

育休代替職員の臨時的任用 2人 0人
計 10人 10人

退職等

定年退職  0人
自己都合  5人

再任用職員の上限年齢到達  2人
育休代替職員の任用終了  0人

計  7人

村の人事行政を村民の皆さんに理解していただくために、「白馬村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数や給与、服務などの状況について公表します。
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※�給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外手当などの諸手
当を加えた額です。

区分 一般行政職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

白馬村 29万4千円 33万円※ 40.1歳

▼職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢
� （令和6年4月1日現在）

区分 白馬村

一般行政職 大学卒 196,200円
高校卒 166,600円

▼職員の初任給� （令和6年4月1日現在）

区分 月額 期末手当
村長 696,000円

 6月期　1.70月分
12月期　1.70月分
　計　　 3.40月分

副村長 591,000円
議長 304,000円
副議長 240,000円
議員 216,000円

▼特別職給料、議員報酬の状況� （令和6年4月1日現在）

●職員の手当の状況／職員の退職管理の状況
▼期末手当、勤勉手当� （令和6年4月1日現在）

区　　　
分

支給割合
計6月期 12月期

期末 勤勉 期末 勤勉
4級以下 1.225

月分
1.025
月分

1.225
月分

1.025
月分 4.50 月分

5級以上 1.025
月分

1.225
月分

1.025
月分

1.225
月分 4.50 月分

▼退職手当� （令和6年4月1日現在）

区分
支給割合

20年
勤続の者

25年
勤続の者

35年
勤続の者

その他の加算措
置

支給率等 24.586875
月分

33.27075
月分

47.709
月分

定年前早期退職
特例措置

（3％～ 45％）
国の制度

（支給率等）
24.586875

月分
33.27075

月分
47.709
月分

定年前早期退職
特例措置

（3％～ 45％）

▼その他の主な手当� （令和6年4月1日現在）
区分 支給内容

扶養手当 〇扶養親族たる子／ 1人につき月額 10,000 円（16歳～ 22歳は 5,000 円加算）
〇扶養親族たる子以外の扶養親族／一人につき月額 6,500 円

寒冷地手当
（11月～翌年 3月）

〇世帯主である職員で扶養親族のある者／月額 17,800 円
〇世帯主である職員で上記以外の者／月額 10,200 円
〇その他の職員／月額 7,360 円

住居手当 〇�住宅（貸間を含む）の借り受け、家賃月額が 16,000 円を超え 27,000 円以下の場合／月額上限 11,000 円
〇住宅（貸間を含む）を借り受け、家賃月額が 27,000 円を超える場合／月額上限 28,000 円

通勤手当 〇交通機関等利用の場合／通勤に要する運賃相当額（月額上限 55,000 円）
〇交通用具使用者の場合／片道 2ｋｍ以上で月額 2,300 円から（上限は片道 60ｋｍ以上の場合で月額 31,600 円）

管理職手当

部局 職 支給額

村長部局

総務課長 50,800 円
参事兼課長 46,900 円
総務課長以外の課長又は会計室長 43,100 円
総務課長補佐 39,100 円

企業職員 事務局長 43,100 円
選挙管理委員会事務局 事務局長 43,100 円
議会事務局 事務局長 43,100 円
監査委員事務局 事務局長 43,100 円
農業委員会事務局 事務局長 43,100 円
教育委員会事務局 事務局長 43,100 円
※村長部局の課長と行政委員会の事務局と兼務している場合は一の管理職手当のみ支給。

特殊勤務手当

〇伝染病防疫手当　　　　1回 1,000 円
〇危険作業手当　　　　　1回 1,000 円
〇行旅病人取扱手当　　　1件 1,000 円
〇行旅死亡人取扱手当　　1件 3,000 円
〇野犬捕獲手当　　　　　1回　500円
〇有害鳥獣駆除手当　　　1回 1,000 円

▼時間外・休日出勤手当（令和5年度一般会計決算）
区分 金額

支給実績 1,988 万 5千円
職員一人当たりの平均 　 20 万 3千円

▼一般行政職の級別職員状況� （令和6年4月1日現在）
級 1級 2級 3級 4級 5級 6級

標準的
職務名 主事 主任 主査・

主幹
係長・

課長補佐 課長 課長・
参事

職員数 13人 6人 13人 18人 9人 3人
構成比 21.0% 9.7% 21.0% 29.0% 14.5% 4.8%
※一般行政職とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職などを除いたものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職名です。
※再任用職員を除いた職員数です。

お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　電話： 0261-72-5000 
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水
道
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

Q�
ど
う
し
て
今
、水
道
料
金
を
値
上
げ
す
る
の
？

A�

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
を
行
う

財
源
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
し
て
い
く
こ

と
が
水
道
事
業
の
責
務
で
す
。

　

村
内
の
水
道
施
設
は
、建
設
か
ら
40
年
以
上
経
過
し
、施

設
の
劣
化
は
日
々
進
行
し
て
い
ま
す
。安
全
で
安
心
し
て
飲

め
る
水
道
水
を
、将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
供
給
し
て
い

く
た
め
に
は
、老
朽
化
し
た
管
路
や
二
股
浄
水
場
を
は
じ
め

と
す
る
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、令
和
6
年
度
か
ら
令
和
15
年
度
ま
で
の
投
資

（
建
設
改
良
）計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
、今
後
10
年
間
で
約

41
億
円
の
投
資
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、中
長
期
的
な
経
営
見
通
し
を
試
算
し
た
と
こ

ろ
、健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
つ
つ
、老
朽
化
す
る
施
設

の
更
新
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、料
金
改
定
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
の
判
断
に
至

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
白
馬
村
の
水
道
料
金
は
、消
費
税
関
係
の
値
上

げ
を
除
き
実
質
40
年
以
上
据
置
で
し
た
。

　
物
価
高
の
中
、こ
の
度
の
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
皆

さ
ま
に
ご
負
担
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、何

卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Q�

ど
う
し
て
水
道
施
設
の
更
新
に

約
41
億
円
も
の
お
金
が
か
か
る

の
？

　
A�

白
馬
村
は
、中
山
間
地
域
に
集
落

が
点
在
し
、浄
水
場
の
他
に
取
水
施

設
や
配
水
池
な
ど
25
も
の
水
道
施

設
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
水
道
施

設
を
結
び
、皆
さ
ん
に
水
道
水
を
届

け
る
た
め
の
水
道
管
の
長
さ
は
約

2
0
3
ｋｍ
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
内

の
34
％
に
相
当
す
る
70
ｋｍ
が
法
定

耐
用
年
数
で
あ
る
40
年
を
超
え
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
管

路
を
、水
を
止
め
ず
に
更
新
し
て
い

く
た
め
に
は
費
用
と
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

　

�

ま
た
、建
設
か
ら
40
年
以
上
経
過
し

耐
震
化
が
必
要
な
二
股
浄
水
場
は
、

令
和
10
年
か
ら
更
新
事
業
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。
二
股
浄
水
場
の

更
新
費
用
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
約

26
億
円
か
か
る
見
込
み
で
、更
新
費

増
大
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【 配水管の漏水 】　 【 楠川水源 】
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改
定
後
の
水
道
料
金
表

（1か月当たり、税抜き）

メーター
基本料金

従量料金（水量区分ごとの1㎥当たり単価）

口　径 〜5㎥ 6〜 30㎥ 31〜 70㎥ 71㎥〜

13mm 1,670 円

65円

140円 160円 170円

20mm 2,150 円

25mm 3,320 円

30mm 6,320 円

140円
40mm 10,400 円

50mm 19,300 円

75mm 42,900 円
◎口径別料金体系となり、口径毎に基本料金が設定されます。
◎基本料金に一定の使用水量を含める基本水量制を廃止します。（現行の料金表では月5㎥を付与）

料
金
の
算
定
方
法

例
：
口
径
13
ｍｍ
で
月
15
㎥
を
使
用
し
た
場
合 

【
１
か

月
当
た
り
】

　

基
本
料
金
１
，６
７
０
円
+（
従
量
料
金
65
円
×

５
㎥
）＋（
従
量
料
金
１
４
０
円
×
10
㎥
）+
消
費
税

＝
３
，７
３
０
円

い
つ
か
ら
値
上
が
り
す
る
の
？

　

令
和
7
年
1
月
請
求
分
か
ら
水
道
料
金
を

改
定
し
ま
す

　

老
朽
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
費
用
の
負
担
を

将
来
に
先
送
り
せ
ず
、今
後
も
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、令
和
7
年
1
月
1

日（
１
月
請
求
分
）か
ら
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

な
お
、下
水
道
使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、据
え
置

き
と
な
り
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
10
月
中
旬
に
発
送
し
て
い
る「
水
道
料
金
納
入
通

知
書
」に
同
封
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
、改
定
前
・
改
定

後
の
料
金
比
較
と
し
て
、実
際
の
値
上
げ
額
を
記
載

し
て
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

口
径
変
更
の
ご
相
談
は
・
・
・

　
口
径
を
変
更
す
る
場
合
は
、給
水
装
置
の
改
造
申

請
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、以
前
に
旅
館
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
口
径
が
25
㎜
だ
け
れ
ど
、今
は
旅
館
業
も
や
め
て

し
ま
っ
た
の
で
口
径
を
小
さ
く
し
た
い
等
、ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
ら
上
下
水
道
課　

管
理
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話： 0261-85-0714 

水道料金改定の詳細は…
　白馬村行政公式ホームページをご覧ください。

暮らし・手続き 水道料金改定のお知らせ上下水道

〈水道料金の改定〉
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第
27
回

　白
馬
村
の
農
林
業

　（木
流
川
と
親
し
む
会
）

木
流
川
は
、
一
級
河
川
松
川
か
ら
取
水
し
、
八
方

地
区
か
ら
姫
川
へ
流
れ
出
る
全
長
約
5
㎞
の
農
業
用

排
水
路
で
す
。
江
戸
時
代
後
期
に
開
削
さ
れ
た
人
工

河
川
で
、
白
馬
山
麓
で
切
り
出
し
た
薪
を
下
流
の
集

落
ま
で
流
し
た
こ
と
か
ら
“
木
流
川
”
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
に
、

長
野
県
の
土
地
改
良
事
業
で
、
河
川
管
理
道
路
を
兼

ね
た
散
策
路
や
ビ
オ
ト
ー
プ
、
広
場
等
を
整
備
し
ま

し
た
。
以
来
、
地
域
住
民
や
地
域
の
子
ど
も
達
を
は

じ
め
、
観
光
客
等
、
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

木
流
川
は
、
長
い
年
月
を
経
て
、
水
辺
や
周
辺
の

水
田
、
林
な
ど
に
色
々
な
生
き
物
を
育
み
、
山
岳
域

か
ら
種
が
流
れ
育
っ
た
草
花
と
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が

入
り
混
じ
っ
た
針
広
混
交
林
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

1
．�

木
流
川
と
親
し
む
会

　
　（
会
長
：
増
井
恵
子
　
担
当
：
農
政
課
）

“
木
流
川
と
親
し
む
会
”
は
発
足
か
ら
24
年
と
な

る
団
体
で
す
。
会
員
は
、
結
成
当
初
、
村
民
中
心

で
し
た
が
、
近
年
は
村
外
の
会
員
も
い
ま
す
。
木

流
川
周
辺
の
保
全
活
動
や
観
察
会
、
調
査
、
学
習

活
動
に
取
組
ん
で
お
り
、
地
域
や
行
政
と
連
携
し
、

春
の
木
流
川
清
掃
や
青
鬼
の
堰
普
請
等
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
保
全
活
動
で
は
、
広
場（
通
称：

ら
く
だ
山
）周
辺
の
芝
生
管
理
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
環
境
整
備
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

2
．�

講
演
会
&
散
策
会

令
和
6
年
9
月
8
日
に
“
白
馬
の
自
然
の
楽
し

み
方
・
未
来
へ
の
残
し
方
” 

を
考
え
る
た
め
、
講

演
会
と
散
策
会
を
開
催
し
、
村
内
外
か
ら
約
50
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
2
名
の
講
師
を
招
き
ま
し
た
。
荒

井
章
司
先
生（
金
沢
大
学
名
誉
教
授
）か
ら
は
、“
自

然
環
境
を
考
え
る
〜
自
然
環
境
と
は
何
か
”
に
つ

い
て
、
岩
石
や
地
質
を
地
球
の
歴
史
の
視
点
か
ら

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
藤
健
先
生
（
植
物
自

遊
人
）
か
ら
は
、“
足
元
に
息
づ
く
白
馬
の
自
然
の

魅
力
”
に
つ
い
て
、
多
く
の
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

散
策
会
は
、
木
流
川
の
ほ
と
り
の
山
野
草
や
樹

木
の
観
察
を
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

散策会講演会

はくば10月.indd   14はくば10月.indd   14 2024/10/07   8:532024/10/07   8:53
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３
．
ナ
ラ
枯
れ
発
生

近
年
、
村
内
で
は
大
き
な

ナ
ラ
類
が
枯
れ
る
“
ナ
ラ
枯

れ
”
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

木
流
川
付
近
で
は
今
年
９
月

に
発
生
し
ま
し
た
。
８
月
下

旬
に
健
全
に
見
ら
れ
た
ナ
ラ

が
、
９
月
上
旬
に
急
に
枯
れ

始
め
ま
し
た
。
ナ
ラ
枯
れ
は
、

江
戸
時
代
か
ら
あ
る
樹
の
病

気
で
、
樹
が
若
返
り
を
求
め

て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

村
で
は
、
利
用
者
の
安
全

の
た
め
に
、
伐
倒
く
ん
蒸
処

理
（
被
害
木
を
玉
切
り
し
、

専
用
シ
ー
ト
に
包
み
、
シ
ー

ト
内
で
ガ
ス
化
し
た
薬
剤
を

材
内
に
浸
透
さ
せ
病
虫
害
を

駆
除
す
る
対
処
処
理
。）、
樹

幹
注
入
処
理
（
健
全
な
守
り

た
い
樹
に
穴
を
あ
け
、
専
用

薬
剤
を
注
入
し
、
対
象
病
虫

害
を
駆
除
す
る
予
防
処
理
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

伐倒くん蒸処理

樹幹注入処理

先
人
の
知
恵
と
労
力

木
流
川
は
、
時
を
経
て
も
白
馬
の
山
並

み
、
周
辺
の
田
畑
、
水
辺
の
木
々
、
草
花

と
一
体
と
な
っ
た
風
情
を
残
し
て
い
ま
す
。

林
内
の
明
る
さ
暗
さ
、
草
花
を
観
察
し
や

す
い
よ
う
に
散
策
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
歩

行
者
優
先
で
、
自
転
車
の
押
し
歩
き
、
徐

行
に
ご
協
力
願
う
と
と
も
に
、
民
有
地
へ

の
侵
入
は
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

   お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

はくば10月.indd   15はくば10月.indd   15 2024/10/07   8:532024/10/07   8:53
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令
和
6
年
8
月
29
日
に
専
門
家
を
招
き
、現
地
検
証
、

対
策
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

1
．状
況

　

本
村
の
ナ
ラ
枯
れ
は
、平
成
21
〜
27
年
度
に
発
生
終

息
し
、令
和
2
年
度
に
再
発
生
し
ま
し
た
。全
国
的
に
増

加
傾
向
で
、北
ア
ル
プ
ス
管
内
で
は
白
馬
村
、小
谷
村
の

発
生
が
目
立
ち
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
法
で
は
、森
林
所
有
者
の
責
務
と
し

て
、自
然
的
社
会
的
諸
条
件
に
応
じ
た
適
切
な
経
営
管

理
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、村
で
は
令
和
3
〜
4
年

度
は
リ
ス
ク
対
策
と
し
て
、住
民
や
観
光
客
等
に
危
険

が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
ナ
ラ
枯
れ
は
、森
林
整
備
基
金

の
取
り
崩
し
や
農
政
課
直
営
施
行
に
よ
り
、伐
倒
く
ん

蒸
処
理
及
び
樹
幹
注
入
等
の
実
施
、林
業
事
業
体
で
は
、

県
事
業
に
よ
り
更
新
伐（
岩
岳
西
山
遊
歩
道　
約
3
ha
）

を
実
施
し
ま
し
た
。令
和
5
年
度
か
ら
は
、住
民
要
望
に

基
づ
き
専
門
家
に
よ
る
対
策
会
議
の
意
見
を
参
考
に
、

リ
ス
ク
対
策
と
と
も
に
景
観
対
策
と
し
て
、人
が
容
易

に
近
付
く
こ
と
の
出
来
な
い
奥
山
の
ナ
ラ
枯
れ
処
理
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、被
害
木
の
利
活
用
と
し
て
住
民
へ
の
薪
配
布
や

マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
製
作
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。な
お
、財

源
調
達
の
た
め
に
、国
県
補
助
事
業
の
導
入
や
、ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
※
も
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

※
自
治
体
が
行
う
資
金
調
達

２
．処
理
実
績（
R
6
．9
．12
現
在
）

3
．�検
証
と
今
後
の
対
策

（
1
）検
証

①�

県
内
ナ
ラ
枯
れ
は
、平
成
16
年
が
ピ
ー
ク
で
一
旦
終

息
。県
外
で
も
発
生
と
終
息
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

②�

ナ
ラ
類
の
適
齢
伐
期
は
20
年
。被
害
木
は
伐
期
を
大

幅
に
超
え
て
い
る
。更
新
伐
が
有
効
手
段
。

③�

令
和
5
年
以
降
、全
国
的
に
被
害
増
加
傾
向
。

④�

樹
中
に
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
生
息
し
て
お
り

温
暖
化
に
よ
り
虫
が
活
発
に
な
る
。

⑤�

特
に
ミ
ズ
ナ
ラ
は
弱
く
、同
樹
が
多
い
白
馬
村
で
は

被
害
顕
著
。コ
ナ
ラ
は
強
く
、復
活
し
た
事
例
あ
り
。

⑥�

松
川
よ
り
北
側
は
激
害
地
域
、南
側
は
微
害
地
域
と

言
え
る
。

⑦�

和
田
野
地
区
で
は
地
域
主
体
で
薬
剤
防
除
し
た
と
こ

ろ
、被
害
拡
大
を
防
ぐ
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

⑧�

被
害
縮
減
の
た
め
景
観
対
策
を
実
施
し
た
が
、被
害

を
防
げ
な
か
っ
た
。費
用
対
効
果
を
考
え
る
べ
き
。

⑨�

全
て
の
樹
の
防
除
は
不
可
能
。地
域
住
民
に
よ
る
守

る
べ
き
樹（
リ
ス
ク
管
理
等
）の
選
定
必
要
。

⑩�

現
状
勘
案
す
る
と
、激
害
地
域
の
く
ん
蒸
処
理
は
効

果
が
薄
い
。

⑪�

県
の
森
林
簿
に
よ
り
ナ
ラ
等
広
葉
樹
本
数
を
考
慮
す

る
と
、処
理
実
績
は
全
体
の
0
．27
%
程
度
。

（
2
）今
後
の
対
策

①�

伐
倒
く
ん
蒸
処
理
、景
観
対
策
と
し
て
臨
時
的
に
処

理
し
た
が
、被
害
を
防
げ
な
か
っ
た
。所
有
者
に
よ
る

次
の
行
動
が
大
事
に
な
る
。

②�

村
は
全
て
の
樹
を
防
除
で
き
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

公
有
管
理
地
を
中
心
に
対
応
す
る
が
、民
有
地
は
住

民
や
観
光
客
等
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、危
険
な
個
所

を
中
心
に
支
援
す
る
。

③�

微
害
地
域
で
は
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、薬
剤
樹
幹

注
入
及
び
伐
倒
く
ん
蒸
を
地
域
と
連
携
し
て
行
う
。

令
和
6
年 

白
馬
村
ナ
ラ
枯
れ
の
現
地
検
証
及
び
対
策
会
議
に
つ
い
て

処理本数及び
処理費用

年度及び対策区分

計令和3年度
（リスク対策）

令和4年度
（リスク対策）

令和5年度
（リスク対策）

令和6年度
（前年度繰越）
（景観・リスク

対策）

①どんぐり区内・展望台 16 43 69 58 186本

②岩岳遊歩道 130 37 17 557 741本

③新田地区森林（奥山） 　 　 　 824 824本

④�農政課直営（ 伐倒く
ん蒸・薬剤注入） 　約30 　約50 　約50 　82 約212本

⑤岩岳索道事業者 40 40本

計 176 130 136 1,561 約2,003本

処理費用 3,322 3,286 6,846 9,459 22,913千円

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話： 0261-85-0766 
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秋
の
福
祉
の
職
場
説
明
会
・

就
職
相
談
会

白
馬
村
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

福
祉
分
野
に
お
け
る
職
場
説
明
会
・
就
職
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
各
事
業
所
の
相
談
ブ
ー
ス
に
て
、
採
用
予

定
や
職
場
の
雰
囲
気
な
ど
が
直
接
聞
け
ま
す
。
ご
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
対
象
者
は
福
祉
分
野

で
の
就
職
希
望
が
あ
る
、ま
た
は
関
心
の
あ
る
方
で
す
。（
経

験
・
資
格
・
年
齢
等
は
問
い
ま
せ
ん
。）

日
時
： 

11
月
8
日（
金
曜
日
）　
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル（
松

本
市
水
汲
69
‐
2
）

　
　
　 

11
月
15
日（
金
曜
日
）　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野（
長

野
市
南
石
堂
町
1
3
4
6
）

　
　
　 

両
日
と
も
　
午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30
分

ま
で
（
午
後
1
時
受
付
開
始
）

事
前
登
録
　
申
込
フ
ォ
ー
ム
：

https://w
s.form

zu.net/dist/S60903391/

※ 

事
前
申
込
し
て
い
な
く
て
も
当
日
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

託
児
は
あ
り
ま
す
が
開
催
日
２
週
間
前
ま
で
に
申
込
が

必
須
と
な
り
ま
す
。

※ 

参
加
法
人
一
覧
は
、「
信
州
福
祉
・
介
護
の
ひ
ろ
ば
」

（https://fukushi-nagano.jp/

）
に
て
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

村
で
は
食
育
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
域
か
ら
家

庭
、
個
人
に
対
し
、
食
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
活
か
し

た
講
習
や
実
習
等
様
々
な
食
育
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ

け
る
『
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
募
集
し
ま
す
。
食
に
興

味
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、

大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
要
件
　

　
白
馬
村
食
育
推
進
計
画
の
趣
旨
、
並
び
に
食
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
、
賛
同
し
、
地
域
に

お
い
て
食
育
活
動
を
実
践
で
き
る
者
、
若
し
く
は
団
体

◆
登
録
方
法
　

① 

役
場
　
健
康
福
祉
課
に
あ
る
「
登
録
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い

　(

「
登
録
申
請
書
」
は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す)↓

② 
登
録
証
の
交
付
を
も
っ
て
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
登
録
完
了
！
活
動
要
請
が
あ
り
ま
し
た
ら
日
程
等

を
ご
案
内
し
、
食
育
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

◆
お
も
な
活
動
内
容
　

・ 

お
年
寄
り
世
帯
に
年
３
回
届
け
る
季
節
の
お
弁
当
づ

く
り
　

・ 

お
や
き
、
や
し
ょ
う
ま
等
の
郷
土
料
理
を
作
り
子
ど

も
た
ち
へ
伝
え
る

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
講

習
会

お問合せ　社会福祉法人長野県社会福祉協議会　福祉人材センター　電話：026-226-7330

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　食育ボランティア事務局　電話：0261-85-0713

　詳しくは　役場　食育ボランティア事務局　までお気軽にお問合せください☆

信州福祉・介護のひろば

はくば10月.indd   17はくば10月.indd   17 2024/10/07   8:532024/10/07   8:53
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体験入学がありました。県外からも多くの生徒を受け入れている白馬高校の教育環境や施設、授業や雰囲気を肌で体験でき

る貴重な機会です。今年は 24人の生徒、保護者が訪れました。保護者の方に向けて、白馬高校の紹介・生徒のいきいきとし

た活動をまとめた動画を観ていただきました。その後子供たちは事前に選択した教科・科目の授業体験を行いました。授業風

景除くと覗くと、初めて会う先生や同学年の子供、保護者の前でも物おじせず発言し、授業を楽しいんでいる様子が垣間見れ

ました。授業体験の後は部活動の説明・体験を行いました。山岳部やバドミントン・茶道部などを見学し、保護者のお方や子

供たちも頷きながら、時には笑顔を見せながら参加していました。部活動見学の後は寮やしろうま塾の見学が行われ、入学後

の生活をイメージするために、積極的に質問をしている保護者の方もいました。 

８月２９、３０日に予定されていた１学年登山が台風の影響で中止になり、その代替として白馬乗鞍交流センターに

てロープクライミング体験を行いました。貴重な体験でありながらも危険も孕んでいるためハーネスやカラビナの付

け方の講習を行いクライミングに挑みました。コースは全５つあり、難易度や過去の経験によって分けられていまし

た。壁から突き出したホールドを掴んだり、足場として使ったり、人によって異なるホールドを用いて頂上を目指して

いました。校内ではあまり関わりがない生徒が登っている時や、頂上に到達した時の声援やねぎらいが印象的でした。 

生徒の間では実際の登山を楽しみにしていたという話も多くありましたが、今回の経験を経て生徒同士の関係が深ま

ったことは良かったと感じました。 

 
白 馬 

高 校 

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

令和6年9月18日（第188号） 

発行：白馬高校 教務係 

  TEL 0261(72)2034(代表) 

 

ホームページも

ご覧ください⇒ 

クライミング体験

７月27日 体験入学 

体験入学がありました。県外からも多くの生徒を受け入れている白馬高校の教育環境や施設、授業や雰囲気を肌で体験でき

る貴重な機会です。今年は 24 人の生徒、保護者が訪れました。保護者の方に向けて、白馬高校の紹介・生徒のいきいきとし

た活動をまとめた動画を観ていただきました。その後子供たちは事前に選択した教科・科目の授業体験を行いました。授業風

景を覗くと、初めて会う先生や同学年の子供、保護者の前でも物おじせず発言し、授業を楽しんでいる様子が垣間見れました。

授業体験の後は部活動の説明・体験を行いました。山岳部やバドミントン・茶道部などを見学し、保護者の方や子供たちも頷

きながら、時には笑顔を見せながら参加していました。部活動見学の後は寮やしろうま塾の見学が行われ、入学後の生活をイ

メージするために、積極的に質問をしている保護者の方もいました。

はくば10月.indd   18はくば10月.indd   18 2024/10/07   8:532024/10/07   8:53
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９月 11 日（水）立会演説会がありました。選挙管理委員会による進行のもと、推薦責任者が候補者の紹介をして

いきました。各候補者の演説の後、3年生からの「現生徒会の課題はなにか」「今後どのように盛り上げていきたいか」

といった鋭い質問が目立ちました。推薦責任者・候補者の演説をしている時の表情や雰囲気は友達や先生方と砕けた

話をしている時のそれとは異なり、真剣そのものでした。その表情から新たな生徒会、白馬高校かける想いが伝わっ

てきました。投票から数日、開票の結果は候補者全員信任を得て、当選しました。しかし、当選はスタートラインにた

ったばかり、白馬高校をどのように改変していくかは生徒会執行部を中心とした全生徒にかかっています。全力で笑

い時には失敗をし、自分たちの生徒会を創り上げてほしです。 

9月4日（水）、災訓練が行われました。北アルプス広域北部消防署員の方を講師としてお招きし、講話をいただ

きました。屋外で日常の火気の取り扱いや危険性についてお話をお聞きし、晴天だったため日差しが厳しい日でした

が、生徒たちは熱心に話を聞いていました。講話の後、代表生徒による実際に消火器を用いた消化訓練を行いまし

た。万一の時に備えて意識を高めたり、見回りにあるのもを使って消化活動をする術を身に付けられたと思います。 

立会演説会 

防災訓練 

9月4日（水）、防災訓練が行われました。北アルプス広域北部消防署員の方を講師としてお招きし、講話をいただ

きました。屋外で日常の火気の取り扱いや危険性についてお話をお聞きし、晴天だったため日差しが厳しい日でした

が、生徒たちは熱心に話を聞いていました。講話の後、代表生徒による実際に消火器を用いた消火訓練を行いました。

万一の時に備えて意識を高めたり、身の回りにあるものを使って消火活動をする術を身に付けられたと思います。

９月 11 日（水）立会演説会がありました。選挙管理委員会による進行のもと、推薦責任者が候補者の紹介をして

いきました。各候補者の演説の後、3 年生からの「現生徒会の課題はなにか」「今後どのように盛り上げていきたいか」

といった鋭い質問が目立ちました。推薦責任者・候補者の演説をしている時の表情や雰囲気は友達や先生方と砕けた

話をしている時のそれとは異なり、真剣そのものでした。その表情から新たな生徒会、白馬高校かける想いが伝わっ

てきました。投票から数日、開票の結果は候補者全員信任を得て、当選しました。しかし、当選はスタートラインにた

ったばかり、白馬高校をどのように改変していくかは生徒会執行部を中心とした全生徒にかかっています。全力で笑

い時には失敗をし、自分たちの生徒会を創り上げてほしいです。
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私
立
高
等
学
校
生
徒
奨
学
補
助
金

や
さ
し
く
わ
か
る

成
年
後
見
制
度

令
和
6
年
度

白
馬
村
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

白
馬
村
で
は
、私
立
高
等
学
校（
中
等
教
育
学
校
後
期
課

程
を
含
む
）に
在
学
す
る
生
徒
の
奨
学
と
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

基
準
日
に
お
い
て
、白
馬
村
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者

で
、お
子
さ
ん
が
長
野
県
内
の
私
立
高
等
学
校
に
在
籍

し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。（
基
準
日
：
補
助
を
受
け
よ

う
と
す
る
年
度
の
10
月
1
日
）

※ 

た
だ
し
、保
護
者
及
び
同
一
世
帯
員
で
村
税
等
の
滞

納
が
あ
る
場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額

生
徒
一
人
あ
た
り
年
額
2 

0
，0
0
0
円

申
請
方
法

「
白
馬
村
私
立
高
等
学
校
生
徒
奨
学
補
助
金
交
付
申
請

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
在
学
証
明
書
」を
添
付
し

て
白
馬
村
教
育
委
員
会
教
育
課
に
提
出
す
る
。

提
出
期
限

教
育
委
員
会
が
定
め
る
日
時
。

そ
の
他

対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
が
、申
請
書
が
届

か
な
い
場
合
は
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

（
申
請
書
は
、10
月
に
送
付
予
定
で
す
。）

　『
成
年
後
見
制
度
』と
は
、認
知

症
・
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
っ
て
、物
事
を
判
断
す

る
能
力
が
十
分
で
は
な
い
方
に

援
助
者
＝「
成
年
後
見
人
等
」を

家
庭
裁
判
所
が
選
び
、法
律
的
に

支
援
す
る
制
度
で
す
。支
援
の
必

要
な
人
が
制
度
を
活
用
す
る
き
っ

か
け
と
な
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
　
時
】

11
月
18
日（
月
曜
日
）14
時
〜
16
時

【
会
　
場
】

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階

学
習
室

※ 

大
町
市
の
メ
イ
ン
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
接
続
し
、同
時
配
信

し
ま
す
。

【
講
　
師
】

長
野
弁
護
士
会
ひ
ま
わ
り
長
野

弁
護
士
　
塩
野
悠
子 

氏

【
そ
の
他
】

参
加
無
料
、事
前
申
込
み
不
要

　
ひ
き
こ
も
り
の
ご
本
人
や
ご
家
族
に
対
し

て
、訪
問
等
に
よ
り
支
援
す
る
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す

日
　
時
　
令
和
6
年
11
月
21
日（
木
曜
日
）

　
　
　
　
時
間
　
10
時
〜
16
時

会
　
場
　
白
馬
村
役
場
2
階

　
　
　
　
２
０
１・2
0
2
会
議
室

対
象
者
　 

次
の
要
件
を
満
た
す
方

　
　
　
　（
１
） ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
、ご
本
人
及
び
ご
家
族

の
よ
き
理
解
者
と
し
て
接
し

よ
う
と
す
る
方
・
支
援
を
学

び
た
い
方
・
理
解
を
深
め
た

い
方

　
　
　
　（
２
） ひ
き
こ
も
り
支
援
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
活
動
で
き

る
方

内
　
容
　 
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な

理
解
と
関
わ
り
方

お問合せ　白馬村教育委員会　教育課　電話：0261-85-0738

お申込み・お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　健康づくり係　　電話：0261-85-0713

お問合せ　北アルプス成年後見支援センター（大町市社会福祉協議会内）
電話：0261-22-1550　　E-mail：seinenkouken@omachishakyo.org

要事前申込み

参加費無料

お申込みはこちらの
二次元コードから！

締　切　令和6年11月8日（金曜日）まで
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お問合せ　白馬村子ども家庭センター（白馬村教育委員会子育て支援課内）　電話：0261-85-8101

◇
主
な
改
正
内
容

・ 所
得
制
限
の
撤
廃

・ 支
給
対
象
期
間
を
高
校
生
年
代
ま

で
延
長

・ 多
子
加
算（
第
3
子
以
降
）の
増
額

お
よ
び
算
定
対
象
の
拡
充

・ 支
給
月
が
年
3
回
か
ら
年
6
回（
偶

数
月
）に
変
更

◇
新
規
認
定
申
請
が
必
要
な
方

・ 所
得
上
限
限
度
額
以
上
の
た
め
、現

在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

方・ 中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て

お
ら
ず
、高
校
生
年
代
の
子
を
養
育

し
て
い
る
方

◇ 

監
護
相
当・
生
計
費
負
担
に
つ
い

て
の
確
認
書
が
必
要
な
方

　
大
学
生
年
代
の
子
を
含
め
て
3
人

以
上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※ 

た
だ
し
、該
当
す
る
年
齢
の
児
童

が
い
て
も
、養
育
さ
れ
て
い
な
い

場
合（
児
童
自
身
で
生
計
を
立
て

て
い
る
）は
提
出
不
要
で
す
。

※ 

監
護
相
当・
生
計
費
負
担
に
つ
い

て
の
確
認
書
に
つ
い
て
は
、10
月

初
旬
に
対
象
者
に
申
請
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

◇
申
請
が
で
き
る
方（
受
給
資
格
者
）

　
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
を
養
育

す
る
父
母
等
の
う
ち
、主
た
る
生
計

の
維
持
者（
所
得
が
高
い
方
）

※ 

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
が
不
要
な
方

　
現
在
、児
童
手
当（
特
例
給
付
含

む
）を
受
給
し
て
お
り
、中
学
生
以
下

の
児
童
の
み
を
養
育
し
て
い
る
方

◇
提
出
期
限

10
月
31
日（
木
曜
日
）ま
で

※ 

期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、制
度
改

正
後
の
初
回
支
給
日（
令
和
6
年

12
月
）に
支
給
で
き
な
い
場
合
や

遡
り
支
給
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

お問合せ　認定保育園しろうま保育園　電話：0261-72-3088

私
た
ち
の
住
む
白
馬
村
は
、四
季
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
自
然
が
と
て
も
豊
か
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
し
ろ
う
ま
保
育
園
で
は
、

園
外
で
の
遊
び
や
野
山
へ
出
か
け
、丈
夫
な

体
づ
く
り
、感
性
を
育
て
自
然
の
中
で
イ
メ
ー

ジ
し
て
遊
べ
る
こ
と
を
願
っ
て
保
育
を
し
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
自
然
の
中
に
た
だ
子
ど
も
を
連
れ

出
す
だ
け
で
は
な
く
、ま
ず
は
大
人
が
声
を

か
け
て
気
づ
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
例
え
ば「
風
が
冷
た
い
ね
」「
お
山
が
白

く
な
っ
た
ね
」「
落
ち
葉
の
じ
ゅ
う
た
ん
だ
ね
」

な
ど
身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
て
、子
ど
も

の
目
の
高
さ
に
立
っ
て
感
動
す
る
こ
と
で「
感

じ
る
心
」が
育
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
つ
ぶ
や
き
に
も
耳
を
傾
け
、共
感
す
る

こ
と
で
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

野
山
を
走
り
回
っ
た
り
、凸
凹
道
を
歩
い

た
り
す
る
こ
と
で
全
身
を
使
い
、五
感
を
使
っ

て
直
接
触
れ
て
遊
び
ま
す
。
そ
の
中
で
も
虫

と
り
は
目
と
手
の
協
応
運
動
で
も
あ
り
、目

や
指
先
に
は
学
習
の
基
礎
と
な
る
集
中
力
が

培
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
自
然
と
い
う
環
境
や
た
っ

ぷ
り
と
し
た
時
間
を
与
え
る
と
遊
び
込
む
こ

と
が
で
き
、新
し
い
遊
び
を
考
え
出
す
創
造

性
や
あ
そ
び
を
通
し
て
の
仲
間
づ
く
り
も
で

き
て
い
く
の
で
す
。
自
然
の
中
で
十
分
に
遊

び
、心
も
体
も
充
実
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

「
自
ら
主
体
的
に
な
っ
て
活
動
す
る
」姿
に
、

日
々
感
動
と
ワ
ク
ワ
ク
を
共
有
し
、白
馬
の

自
然
の
中
で
保
育
で
き
る
幸
せ
、白
馬
の
自

然
で
十
分
に
遊
べ
る
有
難
さ
を
感
じ
な
が
ら

保
育
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
保
育
士

も
楽
し
む
中
で
子
ど

も
の
気
づ
き
、興
味

を
大
切
に
し
、こ
れ

か
ら
も
身
近
な
環
境

を
活
か
し
な
が
ら
、

し
ろ
う
ま
保
育
園
な

ら
で
は
の
体
験
や
経

験
を
通
し
、
将
来
大

切
な
地
元
を
愛
せ
る

子
ど
も
た
ち
に
育
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

し
ろ
う
ま
保
育
園
の
秋
の
一
日
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お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

雑
排
水
汲
取
り
に
つ
い
て

雑
排
水
を
年
度
内
に
汲
取
る
場
合
の
受

付
は
、11
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以
降

の
受
付
は
翌
年
4
月
以
降
の
汲
取
り
と
な

り
ま
す
。（
降
雪
時
期
に
よ
っ
て
は
受
付
終

了
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

し
尿
汲
取
り
に
つ
い
て

し
尿
の
汲
取
り
は
、 

冬
期
間
で
も
実
施

し
ま
す
。

年
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
申
込
み
が
集
中

し
ま
す
の
で
、汲
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

早
め
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。申
込

み
が
遅
く
な
り
ま
す
と
、す
ぐ
に
汲
取
り

の
対
応
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
尿
汲
取
り
の
注
意
点

・ 

冬
期
間
は
積
雪
・
道
路
事
情
等
に
よ
り

作
業
が
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

積
雪
が
あ
る
場
合
は
、 

便
槽
及
び
そ
の

周
辺
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

便
槽
の
中
に
生
理
用
品
、ビ
ニ
ー
ル
類
、

ス
リ
ッ
パ
等
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

冬
期
間
の
雑
排
水
及
び

し
尿
汲
取
り
の
受
付
期
間
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

住
民
課
で
は
例
年
、
冬
季
に
外

国
籍
の
方
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

所
に
向
け
て
転
入
等
の
手
続
き
に

つ
い
て
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

外
国
籍
の
方
を
雇
用
す
る
事
業

所
は
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
案
内
を
発
送
い
た
し
ま
す
の

で
、住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◯
住
民
登
録
が
必
要
な
方

　
中
長
期
在
留
者
の
方（
在
留
カ
ー

ド
を
交
付
さ
れ
た
方
）は
、引
っ
越

し
の
日
か
ら
14
日
以
内
に
住
民
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
転
入
等
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
冬
期
間
は
窓
口
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
。時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、人
数
が
多
い
場
合
は
転

入
者
本
人
で
は
な
く
事
業
所
の
代

表
の
方
が
代
理
人
と
し
て
来
庁
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

日
本
語
の
話
せ
る
方
の
方
が
対

応
が
早
く
で
き
ま
す
。

　
詳
し
い
手
続
き
方
法
に
つ
い
て

は
、次
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

白
馬
村
役
場
住
民
課
か
ら
送
付
さ

れ
る
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

外
国
籍
従
業
員
の

�
転
入
等
の
手
続
き
方
法
の
ご
案
内

～
外
国
籍
の
方
を
雇
用
す
る
事
業
所
向
け
～

雑排水及びし尿の汲取り申込み先
（地区名、住所、氏名、電話番号をお伝えください）

（有）山田商会　（一般廃棄物処理業許可業者）
　・電話 0261-23-4446
　・受付時間（平日のみ）
　 ①午前8時から正午まで
　 ②午後1時から午後5時まで

手続き方法については
こちらから↓
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白
馬
村
地
震
総
合
防
災
訓
練

　
9
月
14
日
（
土
曜
日
）、
白
馬
村
多
目
的
研

修
集
会
施
設
で
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
神
城
断
層
地
震
か
ら
10
年
が
経
ち
、

改
め
て
村
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
行
い
ま
し
た
。
朝
7
時
か
ら
自
宅
で
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
『
白
馬
村
一
斉
地
震

行
動
　
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
』
も
実
施
し
、

日
頃
の
防
災
対
策
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

消
防
団
は
地
震
警
戒
後
に
自
然
水
利
を
使
い

総
延
長
１
㎞
を
超
え
る
中
継
送
水
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
防
災
士
会
長
野
県
支
部
長
の
大
久

保
講
師
を
お
招
き
し
、
白
馬
村
の
防
災
用
品

や
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、
緊
急
時
の
ト
イ

レ
な
ど
を
住
民
が
組
み
立
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ブ
ー
ス
巡
回
型
の
訓
練
で
は
講

師
で
あ
る
消
防
署
員
と
白
馬
村
消
防
団
北
部

分
団
、
N
T
T
東
日
本
の
方
々
の
指
導
の
も

と
、
救
助
訓
練
、
救
護
救
命
処
置
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
、
濃
煙
体
験
、
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
十

字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
や
、
地
震
体
験

車
を
使
用
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
が

普
段
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

減
災
・
防
災
に
は
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
再

認
識
で
き
ま
し
た
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

古
紙
回
収
の
お
知
ら
せ

大
北
地
域

士
業
合
同
相
談
会

し
ろ
う
ま
女
性
会
で
は
、
次
の
日
程
で
古
紙
回

収
を
行
い
ま
す
。

日
時
：�

11
月
6
日
（
水
曜
日
）

　
　
　
午
前
8
時
〜
午
前
9
時

場
所
：
ウ
イ
ン
グ
21
駐
車
場

〇
回
収
す
る
も
の

　 

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
糊
付
け
、
ホ
チ
キ
ス
は

取
外
し
不
要
で
す
）・
カ
レ
ン
ダ
ー
（
金
具

は
外
し
て
く
だ
さ
い
）・
は
が
き
・
名
刺
・

白
地
印
刷
物
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
・
ノ
ー

カ
ー
ボ
ン
紙
・
感
熱
紙

〇
古
紙
の
出
し
方

　
・ 

回
収
業
者
指
定
の
箱
も
し
く
は
段
ボ
ー
ル

箱
に
入
れ
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
止
め
る
。

ま
た
、
紙
ひ
も
で
縛
る
か
紙
袋
に
入
れ
る
。

　
・ 

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
回
収
は
毎
週
火
曜
日
に
行
わ
れ
る
リ
サ

イ
ク
ル
物
の
収
集
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
各

地
区
の
ご
み
収
積
場
に
置
か
な
い
よ
う
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
段
ボ
ー
ル
や
新
聞
紙
は

古
紙
と
し
て
回
収
で
き
な
い
た
め
、
資
源
ゴ
ミ

回
収
日
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
士
業
（
税
理
士
、
司
法
書
士
、

弁
護
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

行
政
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
）

に
よ
る
無
料
合
同
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
一
部
士
業
の
相
談
お
よ
び

相
談
会
自
体
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・ 

日
時
　
11
月
15
日
（
金
曜
日
）

  

午
後
1
時
〜
4
時

・
場
所
　
大
町
市
商
工
会
議
所

　
　
　
　

2
階
会
議
室

・ 

相
談
内
容
　
税
金
、
各
種
登

記
、
法
律
、
相
続
贈
与
、
土

地
測
量
、
各
種
許
可
申
請
、

労
務
関
係
な
ど

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　税理士会大町支部　支部長　熊井　弘　電話：0261-22-1003
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後
期
高
齢
者
医
療
お
役
立
ち
情
報
Vol.‌

３

後
期
高
齢
者
医
療
の

お
役
立
ち
情
報
や
、
今

後
の
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

■�

高
額
療
養
費
に

　�

つ
い
て

　
医
療
費
の
自
己
負
担

限
度
額
は
年
齢
や
所
得

に
応
じ
て
以
下
の
表
の

と
お
り
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。（
令
和
６
年
８

月
現
在
）

同
一
月
（
１
日
か

ら
月
末
ま
で
）
の
医

療
費
の
自
己
負
担
額

が
限
度
額
を
超
え
た

場
合
、
超
え
た
分
が

高
額
療
養
費
と
し
て

口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。

※ 

該
当
さ
れ
る
方
に

は
申
請
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま

す
。申
請
は
初
回
の

み
必
要
で
、以
降
は

申
請
口
座
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

◯
１
か
月
の
自
己
負
担
限
度
額
※
1

（
よ
く
聞
く
け
れ
ど
、）
高
額
療
養
費
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？

（
高
額
療
養
費
と
い
う
の
は
、医
療
費
の

家
計
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
）医
療

機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
が
１

か
月
で
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、そ
の
超

え
た
額
を
支
給
す
る「
高
額
療
養
費
制
度
」

の
こ
と
で
す
。

上
限
額
は
、
年
齢
や
所
得
に
応
じ
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

負担
割合 所得区分

自己負担限度額
外来（個人単位） 外来＋入院※2（世帯単位）

３割

課税標準額690万円以上 252,600円＋（医療費－842,000円）×1％
（多数回140,100円）※3

課税標準額
380万円以上690万円未満

167,400円＋（医療費－558,000円）×1％
（多数回93,000円）※3

課税標準額
145万円以上380万円未満

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
（多数回44,400円）※3

２割 一般Ⅱ

①18,000円
②�6,000円+（医療費－
30,000円）×10％
①と②どちらか低い額※4
　（年間上限144,000円）※5

57,600円
（多数回44,400円）※3

１割
一般Ⅰ 18,000円

（年間上限144,000円）※5

区分Ⅱ
8,000円

24,600円
区分Ⅰ 15,000円

※１　�入院したときの食事代や保険が適用されない差額のベッド代などは、支給の対象となりません。
※２　�「外来＋入院」の限度額（世帯ごと）は、「外来」の限度額を個人ごと適用して、なお残る負担額について適用

します。
※３　�（多数回）は診療を受けた月以前の１２か月以内に３回以上高額療養費に該当したときの４回目以降の自

己負担額です。
※４　�所得区分一般Ⅱの外来（個人単位）自己負担限度額②は、令和７年９月３０日までの配慮措置になります。
※５　�８月から翌年７月までの１年間の外来（個人の自己負担額）の合計が年間上限額を超えた場合には、年間

上限額を超えた分が高額療養費として支給されます。（外来年間合算）

【
申
請
場
所
】　
白
馬
村
役
場
　
住
民
課

【
申
請
期
限
】　
診
療
を
受
け
た
月
の
翌
月
の
１
日
か
ら
２
年

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
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お問合せ　白馬村役場　住民課　電話 0261-85-0715

〜
白
馬
村
国
民
健
康
保
険
、長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
の
皆
様
〜

保
険
証
廃
止
と
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

令
和
６
年
12
月
2
日
を
も
っ
て
、従
来
の
保
険
証

は
廃
止
と
な
り
、今
後
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
た「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

の
利
用
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
方
も
、

引
き
続
き
保
険
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

・�健
康
保
険
証
廃
止
後
に
医
療
機
関
等
を
受

診
す
る
に
は

・�令
和
6
年
8
月
更
新
の
健
康
保
険
証
は
、令
和
7

年
7
月
31
日
ま
で
有
効
で
す

お
手
元
に
あ
る
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
な
い
健

康
保
険
証
は
、改
正
法
の
経
過
措
置
に
よ
り
有
効
期

限（
令
和
7
年
7
月
31
日
※
）ま
で
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

令
和
7
年
7
月
31
日
ま
で
に
70
歳
や
75
歳
に
到

達
す
る
方
、在
留
期
間
の
末
日
を
迎
え
る
方
等
、

一
部
の
方
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

・�マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
方
に

は
、お
手
元
に
あ
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ

る
前
に「
資
格
確
認
書
」を
交
付
し
ま
す

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
方

に
は
、令
和
6
年
12
月
2
日
以
降
は
、保
険
証
に
替

わ
り「
資
格
確
認
書
」を
交
付
し
ま
す
。「
資
格
確
認

書
」を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
今
ま

で
ど
お
り
受
診
で
き
ま
す
。

資
格
確
認
書
と
は・・・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
で
き
な

い
方
の
被
保
険
者
資
格
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

・ 「
資
格
確
認
書
」は
、氏
名
及
び
生
年
月
日
、被

保
険
者
等
記
号・番
号
、保
険
者
情
報
等
が
記

載
さ
れ
ま
す
。

・ 「
資
格
確
認
書
」の
体
裁
は
、従
来
の
保
険
証

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

・ 12
月
2
日
以
降
に
新
た
に
白
馬
村
国
民
健
康

保
険・
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
す
る
場
合
や
、保
険
証
を
紛
失
し
た
場
合

は
、「
資
格
確
認
書
」を
随
時
交
付
し
ま
す
。

・ 12
月
2
日
時
点
で
有
効
な
保
険
証
を
お
持
ち

の
方
で
、マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し

て
い
な
い
方
に
は
、お
手
元
の
保
険
証
の
有

効
期
限
が
切
れ
る
前（
8
月
更
新
の
保
険
証

の
場
合
、令
和
7
年
7
月
下
旬
頃
）に「
資
格

確
認
書
」を
送
付
予
定
で
す
。

・�マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
る
方
に
は
、

令
和
6
年
12
月
2
日
以
降
、「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」を
交
付
し
ま
す

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
て
い
る
方
に
は
、

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
情
報（
氏
名
、生
年
月
日
、被

保
険
者
番
号
、一
部
負
担
割
合
等
）を
ご
確
認
い
た

だ
く
た
め
に
、「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を
交
付
し

ま
す
。
12
月
2
日
以
降
、新
た
に
白
馬
村
国
民
健
康

保
険・
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る

方
に
は
随
時
、12
月
2
日
時
点
で
既
に
加
入
し
て
い

る
方
に
は
、お
手
元
の
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ

る
ま
で
に
交
付
予
定
で
す
。

※ 「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」だ
け
で
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

現
在
、被
保
険
者
の
う
ち
約
6

割
の
方
が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保

有
し
て
い
ま
す
。マ
イ
ナ
保
険
証

を
使
う
こ
と
で
、

・ 服
薬
情
報
や
特
定
健
診
等
の
情

報
を
活
用
し
、最
適
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る

・ 限
度
額
適
用
認
定
証
が
な
く
て

も
、限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が

免
除
さ
れ
る

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
利
用
登
録
は
、①
医
療
機

関・
薬
局
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、

②
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
、③
セ
ブ
ン

銀
行
A
T
M
か
ら
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

未
来
の
地
球
環
境

や
白
馬
村
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
守
り
、

次
世
代
へ
と
つ
な
げ

る
た
め
に
今
か
ら
で

き
る
こ
と
を
始
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

10
月
30
日
は「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」で
す
。

同
じ
県
内
の
松
本
市
発
祥
の
取
組
み「
残

さ
ず
食
べ
よ
う
!

30・
10
運
動
」が
由
来
と

な
り
、こ
の
取
り
組
み
に
ち
な
ん
で
10
月
30

日
が
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
!
30・10
運
動
」

会
食
、宴
会
時
で
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す

た
め
の
3
つ
の
行
動
で
す
。

①
注
文
の
際
に
適
量
を
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

② 

乾
杯
後
30
分
間
は
席
を
立
た
ず
料
理
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

③ 

お
開
き
前
10
分
間
は
自
分
の
席
に
戻
っ

て
、再
度
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

食
べ
残
し
に

伴
う
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
こ
と

は
、燃
え
る
ご

み
の
減
量
化
の

鍵
と
な
る「
生

ご
み
」の
削
減
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
年

末
が
近
く
な
る
に
つ
れ
て
、宴
会
を
行
う
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。

日
本
の
大
切
な
文
化
で
あ
る「
も
っ
た
い

な
い
」の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
、皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
食
品
ロ
ス
削
減

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

街
頭
啓
発
の
実
施

白
馬
村
で
は
、こ
の
食
品
ロ
ス
削
減
の
日

に
合
わ
せ
て
、令
和
6
年
10
月
30
日
の
午
後

4
時
か
ら
A
コ
ー
プ
白
馬
店
ハ
ピ
ア
に
て

街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

白
馬
村
は
、宿
泊
施
設
や
飲
食
店
と
い
っ

た
食
事
の
提
供
を
行
う
営
業
施
設
が
多
い

村
で
す
。
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
通
じ
、事
業

か
ら
発
生
す
る
分
を
含
め
た
生
ご
み
の
排

出
量
を
減
量
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

#
食
品
ロ
ス
削
減
の
日

白
馬
村
で
は
、
消
費
者
庁
が
計
画
す
る

「
S
N
S
媒
体
を
活
用
し
た
食
品
ロ
ス
削
減

啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
賛
同
し
、食
品
ロ

ス
削
減
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、企
業
、地
方
公

共
団
体
、各
種
団
体
等
が
一
斉
に
食
品
ロ
ス

削
減
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

こ
と
で
、消
費
者
の
皆
様
に
食
品
ロ
ス
削
減

の
取
り
組
み
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。皆
様
も
一
緒
に
食
品
ロ
ス
削
減

の
呼
び
か
け
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

ミ
ラ
イ
へ
の
分
別‌（
vol.‌

17
）

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
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図書館だより
No.274

令和6年10月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名

おなかのあかちゃん、もういいか～い？ 豪田　トモ/さく
こびと固有種大図鑑   東日本編 なばた　としたか/さく
パンどろぼうとりんごかめん 柴田　ケイコ/作
わかったさんのスイートポテト 永井　郁子/作絵

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
団地のふたり 藤野　千夜
穢れた聖地巡礼について 背筋
紫式部と清少納言の事件簿 汀　こるもの
こころは今日も旅をする 五木　寛之
自分から進んで学ぶ賢い子の育て方 須合　啓
9割が知らない「自動集客」入門　月1万円からはじめて年商4億円を突破！ 安達　駿介
りんごのお菓子づくり 今井　ようこ
読図の基本がわかる本 水野　隆信

【一般・郷土】
〇新着案内

〇リサイクルブック実施のお知らせ

ある樹木は何百年何千年も生き、ある
樹木は車50台分よりも高く育つ。樹
木の自然環境での役割、その驚異的な
生態を、科学的な観点から詳しく説明
したイラストブック。ただ立っている
だけに見える樹木は不思議の宝庫です。

『奇妙で不思議な樹木の世界』(創元社）
英国王立園芸協会/監修
ジェン・グリーン /著
クレア・マケルファトリック /イラスト
加藤 知道/ 訳

具体例とイラストで、接客の基本か
ら、技能・技術までを１００のワー
ドで紹介。接客の仕事のやりがいや
意義をあらためて考え、日々の仕事
へのやる気アップにつながるヒント
を得られるかも。

『嘘か真言か』
五十嵐　律人/著 　（文藝春秋）

『スーパーマーケットはなまる　
おみせがあくまえに』
やまもと しんじ/作（白泉社）

『接客モチベーション大全100』
柴田 昌孝/著・イラスト（ぱる出版）

落ち葉だらけの道を歩くと、しゃくしゃ
くと音が鳴ります。たくさん集めた落ち
葉からは湿った土の匂いがします。色々
な形をしたカラフルな落ち葉の山へジャ
ンプをしてみたり、空へ投げてみたり…。
落ち葉に囲まれて耳を澄ませると、自然
の大合唱が聞こえてきます。

内容紹介

『おちば』
おーなり 由子/ぶん　はた こうしろう/え（ほるぷ出版）

今
月
の

　お
す
す
め
本

志波地裁に赴任した任官三年目の日
向由衣。そこにいたのは、被告人の
嘘が見抜けると噂される悪評高い先
輩判事・紀伊。上司から出された課
題に答えるため、仕事のない新人判
事補は紀伊が訴訟指揮する公判に臨
む…。

開店前のスーパーでは商品たちが遊
んでいます。やさい、くだもの、冷
凍食品、みんな正しい棚に戻ること
ができているでしょうか。迷子をみ
つけて、きれいに並べて、さあ、開
店の時間です！

雑誌名 特　集

旅行読売　2024年10月 この秋行きたい心ほどける紅葉の秘湯
世界　2024年10月号 暴力と政治　核危機の人新世

【雑誌】

第54回白馬村文化祭にて、リサイクルブックを実施します。 
除籍した本や、蔵書とならなかった寄贈本をお譲りします。
ブックカバーで作った栞も配布しています。ご希望の方は、
各自で手提げ袋等を持参し、お持ち帰りください。

『ピアノを尋ねて』（新潮社刊）
クオ チャンシェン/著　倉本 知明/訳
ピアニストへの夢破れ調律師になっ
た「わたし」。若い音楽家の妻を亡
くした初老の実業家。ビジネスパー
トナーとしてニューヨークに辿り着
いた二人は…。後世に名を遺した音
楽家たちの抱えていた孤独や苦悩の
人生と平行して語られる「わたし」
の静謐な物語。
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■ 子育て支援ルーム

※予約は子育て支援ルームに連絡をください。
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※月曜日〜金曜日　AM9:30〜12:00　　PM13:00〜16:00
　（土日は、休館日です）
※入室したらまず、検温と手洗いをお願いします。
※�行事日程や、急な休館等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ�by 母子モ�にも掲載しま
す。
　白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ�by 母子モの事前登録をお勧めします。　
　お問合せ : 白馬村子育て支援課子育て支援ルーム　Tel:0261-72-3025

月　日 曜　日 時　間 事業名 対　象
10月25日 金曜日 10：30〜 タッチケア（０歳児対象）　　　　　＊要予約 未就園児親子
10月29日 火曜日 10：30〜 親子バランスボール遊び教室　＊要予約 未就園児親子
11月1日 金曜日 10：30〜 リフレッシュ講座（刺繡教室）　　＊要予約 未就園児保護者
11月8日 金曜日 11：15〜 おはなし会 未就園児親子

■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん
10月16日 水曜日 もぐもぐ相談 令和6年2月〜4月生
10月18日 金曜日 2歳歯科健診 令和4年2月〜7月生
10月28日 月曜日 理学療法(PT)相談 予約制
10月29日 火曜日 2か月育児相談 令和6年8月生＊子育て支援ルームで行います
11月  5日 火曜日 育児相談 予約制
11月11日 月曜日 ぴよぴよ教室 令和6年6月〜8月生＊子育て支援ルームで行います
11月11日 月曜日 よちよち相談 令和5年7月〜8月生
11月13日 水曜日 前期乳児健診 令和6年6月生
11月13日 水曜日 後期乳児健診 令和5年12月生
11月20日 水曜日 1歳半健診 令和5年2月16日〜4月生
11月25日 月曜日 理学療法(PT)相談 予約制
11月27日 水曜日 3歳健診 令和3年9月〜10月生
11月28日 木曜日 2か月育児相談 令和6年9月生＊子育て支援ルームで行います

保健ガイド　1 0月～ 1 1月
15日〜翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん
10月25日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
11月  6日 水曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
11月22日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）　電話：0261-85-8101

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

10月22日（火曜日）
10：00〜15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター

２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713
11月26日（火曜日）

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

12月10日（火曜日） 13：00〜16：00 白馬保健福祉ふれあいセンター
2階　ボランティアルーム 人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会

0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※12月10日は人権デーです。

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

11月12日（火曜日） 13：00〜15：00 白馬保健福祉ふれあいセンター
2階　ボランティアルーム 湊

ミナト

　大
ダイ チ

地　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。
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■ 子育て支援ルーム
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11月22日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）　電話：0261-85-8101

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

10月22日（火曜日）
10：00〜15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター

２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713
11月26日（火曜日）

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

12月10日（火曜日） 13：00〜16：00 白馬保健福祉ふれあいセンター
2階　ボランティアルーム 人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会

0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※12月10日は人権デーです。

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先
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人口：8,393 人　男：4,193 人　女：4,200 人　世帯：4,142 世帯
（令和 6年 10 月 1 日現在）
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編集後記

季節の移り変わりを感じられ、朝晩になると寒さを感じられる時期になりました。令和5年度も上半期が終わり、今
年も残すところあと、2か月です。この4月から広報誌の編集を担当させていただいておりますが、時の流れの早さに
驚いています。残りの下半期も皆様にしっかりと情報をお届けできるよう、努めてまいります。引き続き広報はくばを
ご一読いただければ幸いです。� （広報編集担当：横川）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1790人
（令和6年 9月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

くじらの博物館
開館 55周年記念企画展
一挙蔵出し！寄贈品展

太地町立くじらの博物館では、開館55周年を
記念し、令和6年4月2日より令和7年4月1日まで
の間、普段は収蔵庫に保管されている寄贈資料の
一部を一挙蔵出しし、皆様にご覧いただいており
ます。

スマホの不安解消へ
町は、高齢者らを対象としたスマホ教室を開催し、
初日となる９月２日に８人の町民が参加しました。
このスマホ教室では、自身のスマホを使って、操
作の基本やアプリの活用方法などを学ぶことがで
きます。参加者は講師からスマホを安全に使うた
めの注意点を聞いた後、日頃スマホを使用する中
で感じる不安や疑問点を講師に質問し、操作方法
を学びました。スマホ教室は来年１月まで計13日
にわたって、定期的に開催されます。

講師に日頃の疑問点を質問する受講者

広告募集中�広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています�＊お問合せ�白馬村役場総務課
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